
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度第１回の協議では、事業説明の後に各団体及び参加者から話をいただく場を設定しました。各委員の方

が所属されているところでの日頃の取組や情報提供などがありました。研究協議では『家庭教育に関するアンケ

ート内容』をテーマとしたグループ協議の後、全体での共有と協議を行いました。南会津域内の子育て世代を対

象とした、悩み・困り事を把握するためのアンケート内容はどうあればよいか、について活発な意見が交わされ

ました。12月 3日（火）に予定されている第2回の会議でも、引き続き協議する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育事務所と各町村教育委員会担当者より、今年度の重点施

策や家庭教育推進事業の主な予定等について、説明を行いまし

た。その後、参加された団体や参加者の話を聞く時間を設定し

ました。子ども食堂立ち上げに関係する情報には参加者から多

くの反響が寄せられました。家庭教育関係者が顔を合わせる機

会はそう多くはないため、域内の家庭教育に携わる方々や団体

による日頃の取組、情報を共有する貴重な場となりました。 

グループ協議・全体協議 
今回のテーマである「家庭教育に関するアンケート内容」に

ついて協議しました。昨年度からの経過説明、共通事項の確認

の後、アンケート案について４つの領域別に編成したグループ

毎に協議しました。文言や分かり易さ等の各視点に基づき、多

方面から意見やアイデアを出していただきました。 

「何か１つでいいから取り組めることはないか」。昨年度の会議の中で委員の方から出された意見です。

併せて、実態把握と課題集約の大切さについても話題となりました。その流れから域内子育て世代の家庭

教育における悩み・困り事を把握し、それを基にできることを検討していこうと、今回の協議テーマが決

まりました。ブロック会議においては、協議するだけではなく、それを基に実際に取り組んでいくことも

大切にしたいと考えます。今回は最終形までに至りませんでしたが第2回会議で継続して協議します。 

今回と次回のブロック会議での協議内容を基にアンケートを完成させて、実施したいと考えておりま

す。子育て世代の皆様、その際はどうかご理解とご協力をお願いします。 

事業説明・情報提供 


